
8

だより
Ｎｏ．３０６　
議会広報委員会

議 会

　

平
成
28
年
第
６
回
臨
時
会
は
10

月
20
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。

原
案
可
決

○
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

除
雪
ド
ー
ザ
車　

１
台

○
平
成
28
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
４
号)
に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
１
９
，
２
０
０

千
円
を
追
加
し
、
総
額
３
，
５
９

４
，
２
８
１
千
円
と
す
る
。

■
道
外
政
務
調
査
報
告

　
　【
長
野
県
小
布
施
町
】

　

小
布
施
町
は
人
口
一
万
七
百
人
、

総
面
積
十
九
㎢
（
北
竜
町
は
百
五

十
八
㎢
）、
県
庁
が
あ
る
長
野
市

に
隣
接
し
た
栗
・
リ
ン
ゴ
な
ど
の

■
道
外
政
務
調
査
報
告

　
　
　【
長
野
県
松
代
町
】

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夢
空
間
松
代
の
ま

ち
と
心
を
育
て
る
会
を
訪
れ
、「
住

民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
と
地
域

づ
く
り
に
つ
い
て
」
学
ん
で
き

た
。
信
州
松
代
は
文
化
遺
産
が
五

㎢
の
地
域
に
詰
ま
っ
て
い
る
場
所

で
、
真
田
信
之
が
初
代
藩
主
と
な

っ
て
以
来
、
真
田
十
万
石
の
城
下

町
と
し
て
伝
統
文
化
が
色
濃
く
残

る
街
だ
が
、
文
化
遺
産
を
生
か
す

こ
と
が
出
来
な
い
で
い
た
。
平
成

五
年
に
高
速
道
長
野
イ
ン
タ
ー
が

松
代
に
開
通
し
て
以
来
、
地
域
住

民
が
立
ち
上
が
り
、
行
政
の
後
押

し
も
得
な
が
ら
、
観
光
の
ま
ち
松

代
の
遺
産
を
一
つ
一
つ
掘
り
起
こ

し
、
光
を
当
て
て
全
国
に
発
信
し

て
い
る
。
こ
の
法
人
は
平
成
十
三

年
に
百
名
の
人
々
の
ボ
ラ
テ
ィ
ア

活
動
で
立
ち
上
げ
ら
れ
、
現
在
会

員
は
一
．
五
倍
に
増
え
て
お
り
、

観
光
案
内
や
ガ
イ
ド
本
、
歴
史
本

な
ど
を
出
版
し
て
い
る
。
近
年
は

博
物
館
な
ど
の
指
定
管
理
も
受
託

し
、多
く
の
意
見
を
聞
い
て
計
画
・

実
行
・
確
認
・
行
動(

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル)

に
よ
り
事
業
展
開
を

し
て
い
る
。
ま
た
、
同
様
な
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
と
連
携
・
協
力
し
て
頑
張

っ
て
い
る
。
何
度
も
説
明
の
中
で
、

ま
ち
の
人
々
が
団
結
し
て
、
地
域

の
為
に
動
い
て
い
る
事
が
凄
い
と

言
う
。

　

松
代
地
区
人
口
一
万
八
千
人
、

長
野
市
全
体
で
三
十
八
万
人
。
合

併
の
時
、
松
代
の
遺
産
を
生
か
さ

れ
る
か
と
思
っ
た
が
、
期
待
が
外

れ
、
自
分
達
が
先
頭
に
立
っ
て
行

う
し
か
な
い
と
考
え
た
。
今
後
、

観
光
客
を
現
在
の
五
十
万
人
か
ら

百
万
人
に
増
や
し
た
い
と
目
標
を

述
べ
ら
れ
て
い
た
。

　
　

（
広
報
特
別
委
員
会　

藤
井
）

果
樹
を
中
心
と
し
た
農
業
の
町
で

あ
る
。

　

懇
談
は
役
場
内
で
行
わ
れ
、
小

布
施
町
議
会
大
島
議
長
他
議
員
二

名
、
議
会
事
務
局
一
名
の
四
名
に

対
応
し
て
頂
き
、
町
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
町
民
を
主
体
と
し
た

「
協
働
」
を
掲
げ
、
景
観
の
管
理
・

保
全
や
行
事
展
開
を
行
っ
て
い
る

事
な
ど
、
取
り
組
み
内
容
の
説
明

を
し
て
頂
い
た
。
ま
た
町
議
会
は
、

議
員
定
数
十
四
名
で
４
つ
の
委
員

会
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
中
で
も

町
民
か
ら
の
意
見
・
要
望
等
を
町

政
に
反
映
さ
せ
る
「
政
策
立
案
常

任
委
員
会
」
に
対
し
て
の
質
疑
が

多
く
な
さ
れ
、
有
意
義
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

　
　

（
広
報
特
別
委
員
会　

北
島
）
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早
い
も
の
で
、
今
年
も
残
り
少

な
く
な
っ
た
。
今
は
中
小
企
業
が

従
業
員
を
雇
用
確
保
す
る
の
が
困

難
な
時
代
で
あ
る
。
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
・
都
市
集
中
化
な
ど

の
為
だ
。
高
校
・
大
学
新
卒
者
の

子
供
た
ち
は
就
職
が
決
ま
っ
た
だ

ろ
う
か
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
で
経
済
が

向
上
し
て
き
て
い
る
と
聞
く
が
、

地
方
で
は
ま
だ
そ
の
効
果
が
浸
透

し
て
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
、

特
に
生
活
が
良
く
な
っ
た
よ
う
な

こ
と
も
聞
か
れ
な
い
。

　

北
空
知
の
建
設
業
に
関
し
て
は

過
去
五
年
間
に
お
い
て
、
主
だ
っ

た
建
設
会
社
、
十
八
社
に
お
い
て

一
社
し
か
雇
用
し
て
い
な
い
よ
う

だ
。
ど
の
職
種
で
も
同
じ
か
と
思

う
が
新
卒
者
を
育
て
て
、
一
人
前

に
す
る
の
に
五
年
か
ら
十
年
程
か

か
る
。
ほ
と
ん
ど
の
企
業
に
余
裕

が
な
い
。
建
設
業
で
は
近
年
、
有

資
格
者
の
十
年
以
上
の
技
術
者
が

高
い
評
価
を
受
け
る
部
分
が
あ
り
、

会
社
の
ラ
ン
ク
に
影
響
す
る
為
、

高
年
齢
の
技
術
者
が
増
え
た
。
最

近
に
な
っ
て
若
年
者
の
雇
用
が
取

り
上
げ
ら
れ
、
ま
た
、
ラ
ン
ク
に

影
響
す
る
要
因
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
工
業
高
校
の
学
生
が
激
減
し

て
お
り
、
今
と
な
っ
て
は
遅
い
動

き
だ
と
感
じ
る
。　

　

介
護
の
業
界
も
地
方
の
民
間
企

業
は
雇
用
が
大
変
だ
。
九
月
の
議

会
で
北
竜
町
出
身
者
の
介
護
福
祉

士
取
得
に
つ
な
が
る
学
校
に
行
く

為
の
修
学
資
金
貸
付
条
例
に
つ
い

て
議
決
さ
れ
た
。
多
く
の
若
者
が

将
来
、
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
望
み

た
い
。
た
だ
、
魅
力
あ
る
職
場
、

魅
力
あ
る
職
業
、
そ
し
て
、
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ま
ち
の
灯
り
が
消
え

な
い
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　
　

（
藤
井　

雅
仁
）


